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「電子的な出版流通」概説
• 「電子的な出版流通」概説

– 学術(STM/SSH)
• 「外国雑誌」⇒ほぼ完全に電子化
• 「国内雑誌(英文)」⇒明るい絶望的未来
• 「国内雑誌(和文)」 (学会誌・紀要)⇒OA雑誌へ
• EBooks(英語) ⇒目下検討・健闘中
• Ebooks(日本語) ⇒将来不透明

– 一般(中身で考えて娯楽・実用書・専門書)
• 英語の新聞・雑誌⇒痛みを伴いつつ移行中
• 日本語の新聞・雑誌⇒痛いだけ
• 英語の図書⇒ Kindle/Nook/Sony/iPadの世界
• 日本語の図書⇒ちまちましすぎ

1. そもそも、日本の出版は全体としてどうなるのか?

2. 大学との関係を考えるにあたって、大学の教育はどうな
るのか?

3. どのような形態が望ましいのか?いわゆるICTの役割は?



最悪のシナリオの展開

• 日本の(雑誌・書籍)の出版は、いわゆる「電子」の時
代からすでに長期低落傾向にあった⇒ほっておいて
もいずれだめになる産業?

• 日本において、(これまで雑誌・書籍が本来の任務とし
て担ってきた)情報の流通は電子的に行なわれていな
い⇒この移行がなければ、「電子出版」だって立ち行
かない

• したがって、印刷出版は崩壊し、電子出版は誕生しな
い(日本語出版でそういうことが起こることは、世界の
大勢に影響がないので、影響は1億人/70億人に対す
る程度だが、、、)

• 学術情報の流通はどうせ寄生的なので影響を与え得
ないし、、、、



印刷書籍の出版流通

• いわゆる「再販制」+いわゆる「委託販売制」
– ⇒小売店レベルで消費者相手の価格政策がとれない
– ⇒出版社は、出版しつづけるかぎり、出版できる(ある種
の金融機能)

• さらに、雑誌のビジネス・モデルにおいては広告が本
質的
– 雑誌購読者のグループは、特定の消費選好をもつ(ただ
し、このグループが十分大きくないと雑誌はもたない。
ボーダーラインにあったのが「好事家」雑誌)

• この結果、「広告を載せた雑誌」の流通が印刷物流通
の経済的基礎を作ってきた

• もちろん、こういうモデルは市場の硬直化とイノベー
ションの欠如が生じやすいし、実際生じた

• そして、これらは、「電子」の話以前のこと



経済産業省商務情報政策局文化情報関連産業課
(2003年7月) “出版産業の現状と課題”を引用すると

“出版産業の現状と課題”から



“出版産業の現状と課題”から



“出版産業の現状と課題”から



経済産業省の分析

• 消費需要低迷、少子高齢化による潜在的読者
減少

• 読書離れ、万引問題

• 書籍購入費減少(インターネット、携帯電話によ
る通信費用の増加、情報摂取方法の多様化)

• 蔵書欲の減退(読書スタイルの変化)

• 新古書店、マンガ喫茶などの二次流通市場の出
現

• 図書館における新刊本の購入・閲覧利用の増加

「紙の本がなくなる」という話は全然ない」



媒体別広告費の推移
(09年総額6兆弱、マス媒体3兆弱、前年比11.5%減)

(億円、電通調べ。小田光雄氏ブログから転載)



雑誌・書籍販売金額
(出版科学研究所推定)

(小田光雄氏ブログから転載)



出版社数の推移

減りはじめる

一貫して漸減

(小田光雄氏ブログから転載)



学術文献の流通も大いに問題(NACSIS-ILL統計)

電子化進行の時代に和雑誌掲載論文の複写依頼が増える!?
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Elsevierタイトルの依頼数の減少



CiNii契約形態別の減少パタン



この時期に増えたのは看護系

• 看護系雑誌の刊行主体は、看護師を主たる会員とす
る「XX看護協会」

• 会員規模は数万人。会費収入数億円
出版事業の規模は数百万

(人文系学会だと、会員1000人会費1万円で総予算1千万)

• しかし、会員内のみで流通(会員から文句はでない)
• 一方、各県に看護系大学、学部、学科増設の時期
• 学会誌は在庫がない⇒図書館で買えない⇒学生が
必要としても自分のところにない(医学図書館では、看
護は弱い?)

• 現代日本社会で必要な情報の円滑な流通を妨げる
(一般書籍とは異なる)既存の印刷物流通体制



電子的流通のビジネス・モデル
• 日本の出版社(新聞社を含む)は、「同時利用ユーザ数」プライシ
ングが大好き
– どう考えても時代遅れ(接続ポートの数?)
– 頒布コストが(おそらく)逓減することを無視
– 要するに、「利用させまじ」というモデル
– (もちろん、NetLibraryというのも海外にあるが)
– 意味のわからない「著作権」議論(出版は複製だが、、、消費需要低迷、
少子高齢化による潜在的読者減少のほか、 ・読書離れ、万引問題、 ・
書籍購入費減少(インターネット、携帯電話による通信費用の増加、情
報摂取方法の多様化) ・蔵書欲の減退(読書スタイルの変化) ・新古書
店、マンガ喫茶などの二次流通市場の出現 ・図書館における新刊本
の購入・閲覧利用の増加)

• 学術雑誌については、「儲かる」モデルが成立(日本を除く)
– みんな嫌いだが、儲ける可能性のない産業にはだれも参入しない
– 「過去分」については、一回支払いやオープンアクセスも

• Ebookについては、模索中



日本の「電子化」は印刷媒体の自明
の存続に無邪気に依存してきた

• 1990年代の諸「電子図書館」プロジェクト
– たとえば、奈良先端科学技術大学院大学のパイロットプ
ロジェクト(いまは目立たないが、膨大なイメージデータが
眠っているはず)

• 1990年代後半のNACSISにおけるELS、のちのNIIの
CiNii?
– 学術雑誌のページイメージの保存・提供プロジェクト

• 最近の国立国会図書館の所蔵資料のデジタル化プロ
ジェクト

• (多分)電子辞書もかなりそれに近い(イメージではない
が)

• Google Booksも?



というわけで、多分、

• 大量生産・大量消費モデル=資本主義モデルによる印刷
書籍出版はなくなるだろう
– そういう意味では、紙の本はなくなる。すでになくなりつつある：
もろもろの目録類、地図、電話帳、官報(検索)、案内もの、、、

– とりわけ、とっておく価値のある(学術的な)本は出なくなる(流通
の基盤が崩壊するから)

– オンデマンド印刷?
– しかし、資本主義モデルは期せずして、(ある程度)品質保証シ
ステムでもあったので、そのあたりはどうなるか(学術ではピア
レビューという仕組みが保証することになっている)

• 媒体の種類は増えるだろう
– したがって、紙の本はなくならない。しかし、それはどうでもよい
こと

• しかし、紙の本の運命はどうでもよい。電子的流通が使え
るもの(ビジネスモデル)になるかどうかのほうが大事

• そして、それに関しては、きわめて悲観的
• 起死回生の作戦としては、「情報鎖国+印刷文化動態保
存」 かな?でも、それも無理そうだけど、、、、



(日本の)大学教育はどう変わるのか
背景

• 社会的デマンドの急激な顕在化⇒長期的人材養成・基礎学術振興ではもたない
– 教育成果の目に見える成果と研究の産業への直接貢献へプレッシャー(善悪べつ)
– 4兆円産業へのリターンの要求(運営費交付金+授業料+私学助成+競争的資金+α)

• 少子化の影響はどう出るのか
– 今の8歳人口は、はるかに100万人以下
⇒ 全入時代。しかしそれでも学生が足りない

• 国際化
– グローバルなマーケットにおける競争⇒近代化・開発途上モデルの終焉
– 教育の英語化とアジア人留学生の増加
– 「質保証」問題(国際的学生流動性への対応の前提条件)

• 入学者選抜
– すでに「入試」は学力保証としてあまり機能してない

• 半分以上が、学力試験なしで入学
• 高大接続(どこへいっちゃったの?)

– 全入時代において変質する「入試」⇒「人生における成功を保証する大学への志願」と
「競争選抜」との予定調和から 「社会の要請」に応える「(学生集団の)構築」へ

• (高度)職業訓練としての大学教育の変質
– 昨今の「就業力」ブーム
– 職業直結学部(教育学部から医学部まで)と資格試験との関係
– いわゆる「リベラル・アーツ」の位置づけ





(日本の)大学教育はどう変わるのか
中身(悲観論は別として)

• 学生のライフスタイル
– いわゆるGen Z, digital native etc
– なぜか勉強熱心。授業へ来るだけ?
– 就業意欲・進学意欲と将来の幸福

• 教員のライフスタイル
– 研究者が教員であることの意味(営利大学の可能性)
– すぐにdigital nativeが

• 学生が自分で勉強する、させる時代へ
– 教科書の変貌⇒教科書を「完璧に飲み込めばよい」時代
の終わり

– 利用可能な情報資源の重要性⇒出版が残ってもらわな
いと困る(もちろん、電子出版でよい)



まずは、図書館を考えると、

• 主要な学術情報流通の電子化の趨勢は行くところ
まで行く

• 教科書などの日本語図書（一般図書）の印刷出版
は続くかもしれないが、国会図書館には電子媒体資
料が存在

• したがって、（この一部を除いて）大学図書館の一次
資料提供機能は不要となる（ナビゲーションはツー
ルを買えばよい） ⇒ ８０年答申構想の終焉
– それでも残る自館未所蔵所蔵資料の相互便宜供与は、
外部業者とか、OPAC連携検索とか

• あとは、機関リポジトリによる研究(eScience)支援し
かない⇒しかし、それは「図書館」？誰が図書館員
をやるの？

• そもそも、知識評価の形態が変わる：ストック⇒フ
ロー



Uvaの実験(2001)

• 図書館のEtext Centerで実施
• TEI からMicrosoftReaderに変換したテキストを搭
載したPDA配布

• テッキーな宗教学者が教える宗教学のクラス(学
部)とテッキーでない英文学者が教える英文学の
クラス(大学院)

• どちらもtext-heavy syllabusで、レアもの資料
⇒(定量的な結果は出なかったが)原典を直接に確
認できた授業に学生の学習意欲は増したと考え
らえれる(small screen, searchabilityなどの問題)

MATTHEW GIBSON and CHRISTINE RUOTOLO(2003),Beyond the 
Web: TEI, the Digital Library, and the Ebook Revolution



大学出版会の変貌?

• 「つぶれ」つつあるアメリカの大学出版会
– 非営利・教科書・(人文社会中心の)モノグラフ
– 大学の目的がUPの利益を生む好循環の崩壊

• Rice, 
• 原因は、大学が必要としなくなったから

– つぶしたくないときは、大学図書館の傘下に⇒無料アクセス
のためのモデル
• Michigan, Utah, 
• 日本ではお互いに無理

• いずれによせ、モノグラフはdigitalしか無理の時代
– プラットフォームの共有
– (日本の場合とくに)サイトライセンスの可能性⇒有料アクセ
スのためのモデル



ＬＭＳとの関係

• おそらく、これから日本でも急速に普及

– Moodleでよいのかは別にして

– しかし、まだおおむね授業資料配布プラット
フォームでしかない

• ライセンスされる情報資源のとりこみ

• インタラクティブな要素の意義

• 資料・資源的側面=図書館との連携

–図書館とITとのカルチャ問題(古くて新しい)

– しかしやらねば



考えられる制約(Joshua Kimより)

• 権利処理

• 柔軟なプラットフォーム
– Kindle/iPad/PC/なんでも

• 柔軟な価格モデル
– 個人課金・機関課金、パッケージ・タイトル等々

• 既存資料との統合
– 図書館との関係

• 網羅性
– (ちょっと矛盾するが)あまりカリキュラムに依存しない

• その他
– 書き込み? App? コンテンツの部分利用?コミュニティ系?


